
 1 ムラのミライ Report & News Mar. 2023 

 

ムラのミライ 

活動レポート＆ニュース 

CONTENTS 

 
Report 1   子ども支援者向け「子どもの話を聴く技術」 3つのプログラム 

 

Report 2  セネガル みんなで作る、畑の教科書 

 

News   職場のためのコミュニケーション研修 

 

Story   30周年に向けて   わたしの未来 ムラのミライ        

認定NPO法人ムラのミライ 

関西事務所（本部） 〒662-0856 兵庫県西宮市城ケ堀町2-22 早川総合ビル3F 

電話      0798-31-7940 

E-mail      info@muranomirai.org    

ウェブサイト    http://muranomirai.org/  

2023 

3 



2 ムラのミライ Report & News Mar. 2023 

 Report1 子ども支援者向け 

「子どもの話を聴く技術」 3つのプログラム 

１ 「子どもの話を聴く技術」体験セミナーの開催 

開催日 ２０２２年１0月21日（西宮市）、23日（オンライン） 

講師   大和陽子（子どもサポートステーション・たねとしずく）、山岡 美翔 

 

２ 個別フォローアップ（セミナー参加者に現場での課題をヒアリングし、子どもの話を聴くコツを復習） 

実施日 2022年11月 

 

３ 子どもの話を聴くためのヒントを紹介したマイクロラーニング動画の制作 

実施日 2023年1月 

  

参加者  25名（子ども支援NPOスタッフ、放課後児童クラブ支援員、保育士、教員など）  

助 成   （公財）コープともしびボランティア振興財団「第6回やさしさにありがとうひょうごプロジェクト」 

協 力   子どもサポートステーション・たねとしずく、西宮市社会福祉協議会 

子どもが安心して話せる大人を増やそう 

 長引くコロナ禍で、子どもたちは大人に話をする機会が減っています。私自身も、以前と比べ人と会う機会が減

り、子どもの話を聴くのが親である自分だけという状況に息苦しさを覚えたことがあります。そんな時、子ども支援

者の方や地域の方が、一緒に子どもを見守り、声をかけてくれたことが大きな安心感に繋がりました。 

 ムラのミライでは、子どもが安心して話せる大人を増やそうと2021年度から「子どもの話を聴く技術」体験セミ

ナーを実施してきました。受講後に支援者一人一人から現場でのコミュニケーション事例をヒアリングすると、『今

まで大人主導だった会話が、投げかけを変えただけで子どもがたくさん話をしてくれるようになった』というご意見

を多くいただきました。  

＊本事業に2021年度冬募金268,766円を活用させていただきました。 

寄付のご協力誠にありがとうございました。  （事業担当：山岡 美翔） 

兵庫県で「子どもの話を聴く技術」体験プログラムを実施  

 近年、放課後児童クラブやこども食堂といった子どもの居場所は増加しています。しかし、自治体レベルではそう

した支援者への研修はほとんど実施されていません。そこで、サードプレイスで活動する支援者に「子どもの話を聴

く技術」を知ってもらおうと、兵庫県の子ども支援者を対象として「子どもの話を聴く技術」体験プログラムを実施

しました。今号では、体験プログラムの内容や参加者の声を紹介し、Youtubeで公開を始めた マイクロラーニング

動画についてご案内します。 
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「子どもの話を聴く技術」体験セミナー  

 2022年10月に、対面とオンラインの２回に分けて体験セミナーを行いました。講師は、西宮で助け合う子育てプ

ロジェクトで協働した大和陽子さん。子ども支援現場での事例を用いながら、一人ひとり状況が異なる子どもと信

頼関係を築きながら、子どもの話を聴くポイントを紹介しました。  

参加者の声 
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講師  大和 陽子さん 

西宮でひとり親家庭の支援を行うNPO

代表。講座、フォローアップ、動画監修を

担当いただきました。 

体験セミナーのスライド 

＊西宮で助け合う子育てプロジェクトの紹介は、右のQRコードから 
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 2022年11月、体験セミナーに参加した支援者のうち19名に対して個別フォローアップを実施しました。支援現

場で子どもが話してくれたときのことや聞くことが難しかった事例をヒアリングし、支援者一人ひとりの状況に応じ

た「子どもの話を聴くポイント」を紹介しました。また支援者自身が事実質問によって過去の行動を振り返る経験を

通して、自分の行動を思い出しながら振り返る対話を体感してもらいたいというねらいがありました。 

 支援者それぞれのお話を伺えたことで、子ども支援者研修のポイントが、さらに明確になりました。ヒアリングから

分かったことをご紹介します。  

子どもが安心して話せる大人を増やそう 

子どもがたくさん話してくれた場面 
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子どもがたくさん話してくれた場面 
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体験セミナーでのグループワーク 

動画をみて、これから練習しようとする人に

もおすすめの場面です 

私も最初は質問するのが難しい場面でした。 

でも練習を続けてゆくと、こんな場面でも子ども

が話してくれるようになってきました！  
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 支援者からの声を生かし、マイクロラーニング動画「子どもの話をもっと聴きたい！」を制作しました。体験セミナー

で取り上げた「子どもの話を聴くポイント」を数分程度の短い動画でご紹介しています。今まで研修を受けたこと

がない方でも、子どもの話を聞くときのヒントが見つかる内容です 。3月3日から順次動画を公開しています。 

ご視聴された方はぜひご感想をお寄せください。  

子ども支援者といっしょにつくるマイクロラーニング教材 

「子どもの話をもっと聴きたい！」は2023年3月公開 

動画視聴方法  

左のQRコードを読み取ると、動画（YouTube）が開きます。 

＊チャンネル登録をすると、更新通知を受け取れます。 

＊概要欄のアンケートからご感想をお聞かせ下さい。 

動画の一部 
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 本プログラムで、子ども支援者の皆さんの話を伺って、次のことが明らかになりました。 子ども支援者がコミュニ

ケーション研修を受ける機会は限られており、個人で試行錯誤しながらコミュニケーション技術を磨いていることで

す。セミナー参加者25名中16名が、過去に子どもとのコミュニケーションに関する研修に参加した経験が「ない」

と回答し、「ある」と回答した人は6名でした。その6名のうち4名は所属団体ではなく、個人でコミュニケーション研

修を受講していました。また「子どもの話を聴くのが難しい場面」に関して、所属団体で具体的な方針が決まって

いるという支援団体は1団体のみでした。  

 子ども支援団体の資金や人材が限られるなか、スタッフ向けの研修を主催していくことは難しいのが現状です。そ

こで重要なのは、中間支援団体や企業、自治体といった子ども支援活動をサポートする団体の役割です。例えば、

子ども支援活動をサポートする団体が活動への資金提供とともに支援者研修を提供することが可能になれば、長

期的な視点で子ども支援を担う人材のスキルアップを目指すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2023年4月にはこども基本法が施行され、今後支援者は子どもと信頼関係を築きながら、話を聴くことをますま

す求められるようになります。2023年度は、地域で子ども支援をサポートする中間支援団体や企業、自治体の方

とともに研修を企画・運営したいと考えています。そして、地域で活動する子ども支援者の方と一緒に支援者研修

教材をつくり、様々な地域で子どもたちが安心して話せる機会を増やしていきたいと思います。 

子どもたちが安心して話せる地域づくり 

子ども支援者研修の企画やコンサルテーションのご依頼を受け付けています 

 

・「子どもの話を聴く技術」90分セミナー（対面／オンライン） 

・子ども支援者研修（2.5時間×2回～） 

・子ども支援活動へのコンサルテーション・伴走支援 

＊まずは、ご希望をお伺いいたします。お気軽にお問合わせください。  

「子どもの話を聴く技術」を知って、学んで、実践してみませんか？ 

                                （研修事業チーフ：原 康子） 
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 Report2 セネガル 循環型持続可能な農業普及拠点構築事業  

みんなで作る、畑の教科書  

期 間 2021年3月30日～2022年3月29日 

  （3年プロジェクトの1年目：2024年3月まで継続予定）  

場 所 セネガル共和国ティエス州ンブール県ンゲニエーヌ行政村 

協働者 アンテルモンド(Intermondes) *セネガルのNGO/NPO 

協力者 外務省「日本NGO連携無償資金協力」  

概 要 家族経営の小規模農家が資源を活用し、採算の取れる持続可能な循環型 

  有機農業を実践するモデルとなる「モデル農場」を作り、その場を利用しながら 

  村人へ研修を行うことで指導員（農業リーダー）を養成します。 この記事では、 

  代表理事の中田による現地モニタリングの成果をご報告します。 

 2023年1月12日から２８日まで、セネガルの事業地を３年ぶりに訪問しました。 

 思えば、2012年に友人から寄付を50万円ほどかき集め、各地を一人で見て回ったのが最初のセネガルでした。そ

れまで私たちは、長年、アジアの雨量の多い地域で活動してきて、そこから生まれたのが「水と土と森」の関係の理解

に基づく農村開発の手法でした。これがアフリカなどの乾燥地域でも通用するのかを、できればフランス語圏で試し

たいと思っていました。和田はフランス語に堪能でありながら使う機会がなかったからです。 

 他の活動を行う傍ら、そのための準備を重ねた末、2017年にプロジェクト開始にこぎ着け、現在に至っています。 

 私はたまに様子を見に行くだけで、和田と菊地が活動の実質を担ってきました。現地からの報告を聞いたり読んだり

するだけでは全体像がなかなか見えないのは、私も皆さんと大差ありません。そこで、今回は３年ぶりに現地をこの目

で見るとともに、代表理事として現地政府 

関係者や住民を表敬訪問するくらいのつもり

でしたが、結果として、とても画期的な訪問と

なりました。  

 最も大きかったのは、乾燥地域農業で特に大きな問題となる「塩化」への取り組み方が明確になったことです。同時

に、その方法や考え方がこれまでやってきたものの延長にあったことが確認できたことにより、今後のプロジェクトの

進め方についての展望が大きく開けました。 

 塩化と言えば、歴史や地理の教科書に「メソポタミア文明が農地の塩化により衰退した」などとありました。8年前、

イラクを訪問した際、道路沿い水路の沿線と重なる に白砂糖をまぶしたような土地が延々と続くのを見て、愕然

としたものでした。ただし、それは、大規模な灌漑農業を長く続けることの弊害としか捉えていませんでした。  

3年ぶりのセネガル訪問 

出張中の一コマ 

中田豊一（中）、和田信明（左から2人目） 
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土の構造と塩化の仕組み 

 皆さんは「土の団粒構造」というのを聞いたことがあるでしょうか。植物が育っている土壌（つまり表土）には細かい

隙間があり、そこを通って水や空気や栄養分などの植物に必要な要素が行き来します。これが壊れると土はとても細

かい鉱物の粒の集まりに戻ってしまうため固まりやすくなり、水や空気を通さなくなって植物が育ちにくくなります。そこ

に水をやっても、なかなか土中に浸み込んでいかず、表面に滞留した水の大部分は蒸発してしまい、その結果、水に含

まれていたミネラルが乾燥して「塩」として土の表面に溜まっていく。これを繰り返しているうちに、土地は塩に覆われて

しまう。また水をやり過ぎると、その個所の地下水位が一時的に上がってしまい、毛細管現象によりナトリウムやカルシ

ウムなどのミネラルを含んだ地下水が表面に染み出し、それが蒸発することで表土の塩化が進む。さらにはその塩が

やり過ぎた水によって地下に運ばれ、地下水の塩度が上がる、という悪循環が始まります。 

＊ここで言う「塩」とは、ナトリウム、カルシウム、およびマグネシウムの塩化物、硫酸塩などの塩類全体をさす言葉で、塩化も正式に

は塩類集積と呼ばれる現象です。その代表が、被害も深刻で量も多い塩化ナトリウム＝食塩です。  

 他方、セネガルの農民たちの話を聞くうちに、それがセネガルの小農民にとっても身近で深刻な問題であることがわ

かってきました。農民たちが訴えるのは「地下水が塩化して困っている」ということだったので、今回の研修では、水不

足と関連付けて取り扱う予定でした。この時点では塩化のメカニズムの全体像をどう捉えてどう扱うかについての明

確なアイデアはありませんでした。ところが実に幸いなことに、在セネガル日本国大使館の河北書記官が調査と視察

のために私たちのモデル農場を訪ねて下さり、彼とのやり取りを通して、それについて詳しく知る機会を得たのです。 

 河北さんは、農水省から出向の技官ですが、日本の乾燥地農業研究の中心として知られる鳥取大学農学部出身

で、これ以上の適任者はなかったのです。河北さんをモデル農場に案内していたところ、玉ねぎ畑に目を留めて、「水

はいつやったのですか」と尋ねました。担当の職員が「朝早くです」と答えたところ、怪訝そうな顔になって、「もう昼過

ぎなのにまだこんなに水が残っているのはおかしいですね」と言いながら土に触り始めました。そして、「この畑でも、も

う塩化が始まっていますね」と言われたのです。農場の他の土地が塩化で作物が育ちにくくなっているので、その場所

に耕作地を移したのに、彼によると「ここがそうなるのも時間の問題」というのです。そこからのやり取りは長くなるので

省略して、以下にその根拠となる塩化のメカニズムを簡単に紹介します。 

玉ねぎ畑で 

河北書記官（左から2人目）、和田信明（左端） 
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 河北さんが言うには「塩には、土の団粒構造を壊し、単粒構造の詰まった固い土を形成する作用があり、この畑の土

がここまで細かく、固くなっているのはすでに塩化が始まっているからと思われます」とのこと。つまり、河北さんは土に

触ることで塩化の兆候を見つけたのでした。現場に行くと何にでもすぐに触って確かめようとする和田にとっても、大い

に共感できるやり方だったに違いありません。翌日の研修で、和田が研修員をその玉ねぎ畑に連れて行き、実物を見

せ、触りながら、塩化の仕組みとプロセスを解説していったところ、質問やコメントがいつにもまして出てきたのでした。 

 こうして、過剰な灌漑等の不適切な水管理により土地の塩化が始まり、それが土壌の団粒構造を破壊することで塩

化が助長され、作物はどんどん育ちにくくなる、という「土と水と植物（作物）」を巡る負の円環が私たちの前に明確に

浮かび上がったのです。 団粒構造が壊れて細かい粒になった土壌は、雨が降れば流れやすく風が吹けば飛びやすく

なります。砂漠化がもう始まっているのです。 

塩化が土と水と植物のサイクルを壊す 

 さらに、河北さんは、すでに塩化した土地をどうやって回復させるかについても、具体的な方法を以下のように示して

くれました。 

－土から塩を取り除く。（例：地面にたまった塩分を削って取り除く） 

－ソルガムなどの塩害に強い作物を植えて、まず土中の塩を吸収させる。果実は人間が食べ、茎や葉はすべて 

 刈り取って、家畜に食べさせるなどしてよいが決してそこに再投入しない。堆肥の材料としても使わない。 

－次の年にはもう少しだけ価値の高い別のものを植えて、同じようにする。 

－これを数年やって塩度の低下を確かめたうえで、塩に比較的強く収益性の高い作物の栽培を始めてもよい。 

－同じ作物を同じところで続けて作らないことも大切だ。 

図作成：中田豊一 
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 翌日の研修で、塩化のメカニズムをわかりやすく説明しながら塩化を防ぐ方法を伝えていったところ、「では、すでに

塩化した土地を回復するにはどうしたらいいのか」という質問が案の定、出てきました。和田がそれに答え始めると、

参加者がさらに前のめりになったのがとても印象的でした。 

 事実、研修の2日後に訪ねたカラモホ村で私たちを案内してくれた研修生のセガ・ソウさんは、塩化によって耕作放

棄された広大な農地を見せながら語ってくれました。 

「この土地を使えるようにするためにいろいろなことをやってきたが、有効な手段がありませんでした。今回の研修で、

塩化のメカニズムと対応策を学べたのは、私たち一家にとっても、村人にとっても、とてもありがたいことです」 

 現地プロジェクトの最大の課題は、私たちが去ったあと、何が残るかであり、そのために「人を育てる」ことを第一に

据えて農民リーダーの育成当たってきたこと、そしてその方法については前号で和田が詳しく解説したとおりです。そ

の成果と展望について疑いはなかったし、研修参加者の半分くらいは以前から見知った顔だったので、ほとんどがつ

いてきてくれていたことがわかり安心しました。しかしながら、不安もありました。彼ら彼女らが、習ったことをどれほど

広めていけるのか、という不安です。研修参加者の多くは、意識も教育も高く、知的好奇心も比較的高いのですが、そ

れに対して周辺の一般農民の多くは、私たちもそうであるように、実利がなければ、なかなか実践せず、したとしても

すぐに飽きてしまうことは明らかです。英語のinterestという言葉が示すように、興味と利益は表裏一体なのでしょ

う。 

 私たちがこれまで伝えてきた農法の基本は、適切な水やり、豊かで健康な土づくり、同じ種類の作物の連作を避け

る、というものでした。すでにおわかりのように、これは、塩害対策にもそのまま当てはまることだったのです。 

農民たちの重大な関心事と今までの研修がつながった 

ԃ ͊ͯ

ṥ ╕ ₣ ш ṥ Ἧ → ό Ḁ ₣ ͊ͯ

Ҍ ṥ ε ᾡ ᾤ͊ ;

ṥ ͯ→ ε ᶺ     ᴮὂҊ ₦  
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執筆者 中田豊一 

1956年、愛媛県西南端の小さな漁村に生まれました。勉強はできるがひ弱な少年で、

祖父たちのような素朴で力強い漁師の生き方へのあこがれと尊敬の念を今も持ち続け

ています。学生時代のフランス留学中に出会ったカンボジア難民の素朴さに共感を覚え

たのもそのせいかもしれません。帰国後、当時まだ形も定まらない国際協力ボランティ

アの世界に入り、インドシナ難民と入管の問題、有機農業などへの関わりを経て、NGO

のバングラデシュ駐在員を3年半ほど務めることとなりました。その経験が私の原点で

す。その後、和田信明との運命的な出会いからメタファシリテーション®手法の体系化と

普及に没頭、現在に至っています。事実質問の練習台に自分の子どもたちを使ってきた

ところ、親子の関係が思いのほかよくなり、その極意をひとりでも多くの人に広めたい

と願っています。神戸市に妻、息子と3人暮らし。  

 こうして、これまで教えてきた一連のやり方で、農民たちの関心が高い塩害にも対応できることがわかったのは、私

たちよりむしろ、周りにそれを広めていくことを期待されている研修員たちにとってさらにありがたいに違いありませ

ん。技術的に付け加えることが少なくてすむ一方で、関心を引き付けるのに大いに役立つからです。 

 研修員の一人が言いました。「自分の土地でだけ塩化を防いでも、隣の畑から塩水が流れ込んで来ては元も子も

ない。周りに広めていくしかない」 

 研修の翌日からは、2つの村を訪ねて、塩化した農地や、雨水の集水域や流域の様子を実際に見させてもらいまし

た。降るときにはかなり降るのに、せっかく降った雨を有効活用できず、それが地域の塩化も増長させている。これが

実物を見ることで、よくわかりました。 

 これからのプロジェクトの進め方と組み立て方が、私たちの目の前に自然と浮かび上がってきたというわけです。 

 これからも、「豊かで健康な土を守り育てていくことが、農業の基本中の基本」という当たり前のことを大手を振って

主張し、その具体的なやり方を、他の農民への伝え方や問題分析の方法とともに、村人に伝授していきます。私たち

の方法論に乾燥地農業での考え方と技法が組み込まれたことで、完成形にまた一歩近づいた。そう確信できた訪問

でした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊農地の塩化についてより詳しくは、右のQRコードのウェブサイト 

 「土壌の塩類化：これが農業にとって問題となる理由です」をご覧ください。   

乾燥地農業での新たな一ページ 
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News  

信頼し合い、自ら成長するチームへ 
職場のためのコミュニケーション研修プログラム  

 ḊṔӣ Љ − ὶ ®Ἢ —Ὼ

Љ ∞ —Ὼᶆ ᴮὂ ϋ ҊỎ χ

—Ὼ ʼ Ἧ ᴮὂ ῝β  

 

 

社員のエンゲージメントを高めるリーダー育成研修 

ͮ ꞈἪ —Ὼ Ἢ Ϲ  

ѕш — ἐᶆ ᴮὂ  

⁵Ỏ Ӱ˟ ἐᶆ ᴮὂ  

 

身近な人と分かり合うメンター育成研修 

Ẫ מּ· ⁵ ⁬֕ ⁵ Ἢ Ϲ  

ᴮὂ ᶄ−  

₢⁮ᴮὂ  
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職場のためのコミュニケーション研修プログラム 

「うちの職場でも導入できるかな？」というご相談、大歓迎です。 

内容・対象者・予算などご相談に応じます。  

お気軽にお問い合わせください。  
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Story ムラのミライ 30周年に向けて 

わたしの未来 ムラのミライ  
2023年に30周年を迎えるムラのミライ。活動を担うスタッフ・役員や認定トレーナー

が集まり、各自がムラのミライと一緒にやってきたことを振り返り、今後の中期方針を

策定するための話し合いを始めました。ニュースレターでも、担い手によるふりかえりと

今後へのメッセージを連載でお届けしています。 

 Ỗ ὶγ ◗ Ϲ˵ ḊṔ̻ᾝ

Ở ᴮӃ ḙ ̻ᾝἐ ἧ ↑ ї•

Ẽ ‫ ὝҊỎ ᴳ Ӹ ổ ϯ Љ

Ẫ ῝β ὡ ἧ Љ Ỹᵅ ắ

γ˭ ᵭ Ỏԃ ᶺ ᴮὂ ẇͽ

ᾑ ᴮӃ Ῠ ̻ᾝἐ ̻ᾝἐ ẚ ї•

ᵭ ᴮὂ ἵ ỡ −Љ Ἠ ї• ᶆ

Ϲ Ϲ− Ṕ Ἠ ỡ ỡ⁬

ᴮὂ Ϲ ỎỸỷ Ệ  

 їג ᴮὂ Ϲ

֢Ạ ☺ ᵌ⁵ Ệ ˢᾗ

ᾙ Ẽ Ỹ◐תᴻ Ḿ Ὣ

ӡ Ỗ Ẽỡ⁬

┤ ῲ

 

久保田 絢 

ムラのミライ理事 /メタファシリテーション®認定トレーナー  

宮城県仙台市出身。津田塾大学、大学院でコミュニケーション学を専攻し、

その後10年ほど東京と名古屋で大学講師を務めました。大学を離れてか

らは、グラフィックデザインやデッサン、アートセラピーなどを学び、3年前

に神奈川県の葉山町に移住しました。メタファシリテーション講座の講師を

担当する傍、トトルターニャ：葉山オルタナ生活ラボを立ち上げ、オルタナ

ティブドリンクの開発、カフェへの出店などを行っているほか、アート瞑想

の探究とファシリテーション、動物アートの制作なども行っています。 

愛猫ノンノと 
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2011年インドでの初めて研修中、ホームステイ先の村で。 

同じく研修に参加していた加藤愛子さん（認定トレーナー・右）と。 
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アート瞑想のワークショップ 
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ムラのミライについて 

コミュニティに「ある」ものを 

引き出し、課題解決を促す 
そこで、住民との対話を通じてコミュニティに「ある」

もの＝彼らの持つ経験や知識を引き出し、住民自身に 

よる課題分析・解決を促すメタファシリテーションÉ 

手法を開発。徹底的に住民主体にこだわり、インド、 

ネパール、セネガルで、コミュニティが資源を維持、 

活用、循環させる仕組みや暮らし方を創り出すための 

プロジェクトを実施してきました。 

「ない」ことは本当の問題なのか？ 
認定NPO法人ムラのミライは、1993年に岐阜県高山市

で設立されました。設立当初は「インド山村部の貧困層

を助けよう」と、識字教室や収入向上活動など、 

「ない」ものを投入する支援から始まりました。 

しかし、さまざまな活動を経て、都市化と市場経済化の

進展がコミュニティとコミュニティの維持してきた自然

資源やセーフティネットを衰退させ、多くの社会課題を

生んでいること、それが海外・日本に共通する構造で 

あることに気づきました。 

地域づくりで、医療で、子育てで 
「̔̔がないから、××ができない」という思い込みを

ひっくり返し、住民を本気で課題解決に向かわせる力を

持つと、高い評価を受けるようになったメタファシリ

テーション手法。この手法を書籍やセミナー・研修で 

伝え、住民の行動変化を促すスキルを持つファシリテー

ターを育成してきました。国際協力分野だけではなく、

日本国内での地域づくりや、医療・福祉、子育てといっ

た分野で実践する人が増えつつあります。 

ご寄付やサポーターを募集しています 
ムラのミライはこれからも、日本と海外の地域コミュニティで、より多くの人がメタファシリテーションを使って、その地域の

人々が選び取る未来を実現していくお手伝いをしていきます。具体的には、 

 

-日本・海外でプロジェクトの段階に応じた研修やフィールドワーク型研修を企画・開催していきます 

-メタファシリテーションの事例やQ&Aを蓄積し、ブログや書籍で発信していきます 

-国内外のより多くの人々に講座を届けるため、ムラのミライ認定メタファシリテーション・トレーナーを養成していきます 

-若い世代に安価に講座を受講してもらうための仕組みをつくります  

 

ぜひ会員・サポーターになって、メタファシリテーションの進化・広がりを応援してください！  

あなたの毎月のサポートがファシリテーターを育てます。 

 

ご寄付・サポーターお申し込みはこちらから： https://kessai.canpan.info/org/somneed/ 


